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課題番号34

田畑輪換における畑作物の施肥改善
～微量要素測定結果に基づく施肥～

１ 活動の背景

２ 活動の経過

輪作体系のなかでホウ素肥料を施用する作物は、
はくさいやてんさいなど品目が限られ、なたね栽
培においてはホウ素欠乏症が散見されていた。

写真１ なたねホウ素欠乏症

表１ 作付前の土壌診断

対象：JAいわみざわなたね作付農業者２戸

表２ 収穫後の土壌診断

・花は着くがほとんど結実しない
（写真１）。
・生育初期に萎縮して枯死するも
の。

・結実期に至るまで開花を続ける
などの症状がある。

生産者
pH EC

（ms/cm)
熱水可溶性ホウ素

（ppm）

Ａ農場 6.0 0.26 0.41

Ｂ農場 5.5 0.20 0.39

診断基準値 5.5～6.5 0.5～1.3

生産者
pH EC

（ms/cm)
熱水可溶性ホウ素

（ppm）

Ａ農場 慣行
ホウ素施用

5.7
6.1

0.12
0.10

0.72
0.78

Ｂ農場 慣行
ホウ素施用

6.0
6.4

0.20
0.20

0.41
0.74

診断基準値 5.5～6.5 0.5～1.3

土壌診断の活用 なたねホウ素（FTE)施用
農業者・JAと連携

田畑輪換における畑作
物の施肥改善

課題 めざす方向提案して実証したこと

施肥相談 施肥改善提案内容 関係機関と調査

生産者 銘柄
成分施肥量（kg/10a）

N P₂O₅ K₂O B₂O₃

Ａ農場
慣行

ホウ素施用
19.5 5.9 5.9

-
0.36

Ｂ農場
慣行

ホウ素施用
22.1 7.5 7.5

-
0.36



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

図２ 提案した輪作体系（例）

（１）ホウ素含量が土壌診断結果の基準値を下回るほ場では、なたね作付け時にホ
ウ素を施用することで、ホウ素含量を診断基準値まで改善する手段になり得る。
但し、ホウ素は微量要素であることを鑑み、過剰施用にならないよう注意が必
要である。

（２）田畑輪換や水稲を組み合わせた輪作でなたねを作付けする際は、排水対策を
行うとともに、作付け前土壌分析を実施し、土壌pHを適正に調整することも重
要となる。

（３）今後は得られた成果の波及を進めていく。

図１ 収量調査

実践農家
現況０戸

↓
実績２戸

ホウ素入り肥料の施用による
増収効果は確認できなかった
が、生産者には定期的な土壌
分析の重要性が再確認された。

２戸がホウ素入り肥料
の必要性を確認（試験
的にホウ素入り肥料を
施用）。

土壌診断結果
をもとにした、
ホウ素入り肥
料の施用技術
を理解した！

生産者Ａ

生産者Ｂ

なたねの安定生産に向けての
輪作体系が理解できたよ‼
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子実用とうもろこし

水 稲 春まき小麦大 豆秋まき小麦 なたね

秋まき小麦 水 稲 大 豆 なたね春まき小麦

子実用とうもろこし

てんさいパターン２

パターン１

なたねの安定生産に向けての
輪作体系が理解できたよ‼


